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1. はじめに 

 近年，環境意識の高まりから，電気自動車（以

下，EV とする）への大きな転換期を迎えている．

このような状況を踏まえ，自動車技術研究会では，

三重県に数多く存在している，自動車部品等を製

造する自動車ものづくり中小企業・小規模企業の

技術向上と新分野・新業種への展開を目的に，市

販されている EV 等の分解部品展示と電動化に関

する技術セミナーを開催した． 
 

2. 分解部品展示 
 市販 EV の旧型・現行モデルおよび 100％電動

駆動ハイブリッド車の旧型・現行モデルの主要な

電動化部品（モーター，インバーター，リチウム

イオンバッテリーなど）を展示した．新旧モデル

の比較を通じて電動化技術の変遷を確認できるほ

か，部品に直接触れることで，大きさや重さを体

感できる展示とした． 
令和 7 年度は約 70 名が見学に訪れた．主に自動

車部品メーカーが，自社製品の採用状況や市販 EV
の搭載部品を調査する目的で見学したほか，新規

参入を検討する企業なども，技術動向や市場調査

に活用されていた． 

3. セミナー開催 

 セミナーでは，外部講師を招き，自動車の電動

化部品の紹介や技術トレンド，特に内燃機関から

電気自動車に変わることで変化していく自動車部

品について講演を行った．セミナーには分解部品

や実車の見学・解説も含まれ参加者の関心の高さ

が伺えた．表 1 にセミナーの概要を図 1 にセミナ

ー時の分解部品展示紹介の開催風景を示す． 

 
図１ セミナー時の分解部品展示紹介 

 

4. まとめ 
 今後も自動車産業の動向を注視し，県内企業へ

の最新の技術情報の提供や，企業が新たなビジネ

スチャンスを見つけるための支援を行う． 

 

表 1 令和 7 年度に開催した電動自動車分解展示・解説セミナー 

研究会 開催日 場所 内容 参加者数 

キックオ

フセミナ

ー 

令和 7 年 
10 月 2 日 

工業 
研究所 

●講演 
「EV 化における生き残りやすい部品と変化しそうな部品」 

株式会社 SAKAHOKO 代表取締役社長 小室健一 氏 
●電動車部品の分解部品 展示紹介 
●意見交換 

23 名 
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